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1. はじめに 

 法定検査における品質管理記録や工事監理報告書等の書

類確認は、現場事務所に保管した紙ファイル書類を提示し

て行われているが、昨今のペーパーレス推進によりＰＤＦ

等の電子化したファイルを品質管理や工事監理に利用する

機会が増えている。品質管理記録や工事監理報告書等を全

て電子化する場合、それに対応した設計事務所内や施工会

社内の仕組みを構築するだけでなく、第三者機関による法

定検査を電子ファイルだけで滞りなく実施できる手法を開

発する必要がある。 

 

2. 目的 

 これまで筆者らは指定確認検査機関の協力のもとで遠隔

臨場による完了検査及び電子ファイルによる書類確認を複

数回試行してきた。その結果、工事施工者が作成する品質

管理記録の記録媒体は検査野帳のように手書きの紙書類や

コンピータに記録したデータの印刷物を紙ファイルで回覧

し保管しているケースもまだまだ多いことがわかった。し

たがって、紙ファイル書類についてはスキャンしてＰＤＦ

化することを前提とした。その上で、法定検査において電

子ファイルによる書類確認を実施する際には、①工事監理

者、施工管理者その他の受検者（以下「受検者」という）

と指定確認検査機関の検査員（以下「検査員」）が品質管

理記録を共有する仕組みを用意すること、②法定検査にお

ける書類確認内容と品質管理記録との対応関係を明らかに

した書類確認内容一覧表を用意すること、③受検者と検査

員が書類確認内容に対応した品質管理記録を容易に検索し

提示する仕組みを用意することの３つの課題があることが

わかった。本報告の目的はこれまでの実践を通じて得た①

～③の課題に対処して完了検査で実施した電子ファイルに

よる書類確認の検証である。 

 

3. 書類確認 

3.1. 完了検査における書類確認 

 完了検査とは建築基準法第 7 条で規定する手続きで「当

該工事に係る建築物及びその敷地が建築基準関係規定に適

合しているかどうか」を検査することであり、「確認に要

した図書」の通り実施されたものであるかを検査員が写真

確認、書類確認、目視確認、実測確認あるいは動作確認等

の方法により照合を行うこととされている(表１)。書類確

認は、既に施工済の隠蔽部分や構造躯体の強度、設備機器

性能等のような目視で確認できない仕様や性能について、

施工写真や試験結果報告書等の品質管理記録により確認す

ることである。なお写真確認が対象とする工事写真の多く

は、書類確認が対象とする品質管理記録の一部として書類

を作成しているため、以降本稿では写真確認も含めて書類

確認と総称することとする。 

 

 

品質管理記録（自主検査記録、施工記録、試験成
績書、材料搬入報告書等)

品質管理記録（隠蔽部や高所の施工写真等）

図注 ＊1 建築基準法第7条第4項に筆者が加筆 ＊2 平成19年国土交通省告示835
号 確認審査等に関する指針第3第3項をもとに筆者が整理 ＊3 「建築構造審
査・検査要領 確認審査等に関する指針 運用解説編 2022年版」p301及び
「工事監理ガイドライン」をもとに筆者が整理

目視確認

表1 完了検査と照合方法
建築物及びその敷地が建築基準関係規定に適合しているかを検査する*1

建築物の工事が確認に要した図書の通り実施されたものかを照合する*2
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3.2. 品質管理記録を共有する仕組み 

 完了検査で扱う書類は、検査申請書第四面「工事監理の

状況」や特定行政庁が条例細則で定める工事監理報告書等

の提出書類と、品質管理記録等の提示書類の２種類に分か

れる（表２）。提出書類は電子申請システムを利用して提

出が可能である。このうち提示書類は提出するものでない

ためＣＤＥのセキュリティを利用し、検査員に対して検査

期間中のみ閲覧権限を付与することにより、法定検査の対

象となる書類のみを閲覧できる形にし、提示とみなすこと

とした。受検者が品質管理記録をＣＤＥに格納し、検査員

が限定的な閲覧権限のもとでＣＤＥのＰＤＦビューワを利

用してＰＣモニタに表示することで提出書類及び提示書類

の書類確認を行うこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3. 書類確認内容一覧表の作成とタグ付け 

 受検者が品質管理記録を全てＰＤＦ化してＣＤＥに格納

した状態で書類確認を行うと、品質管理記録の量が膨大で

あるため、検査員だけでなく受検者自身も品質管理記録の

中から書類確認に必要なものを見つけ出すことが困難であ

った。そこでまず書類確認内容を明らかにし、次に各確認

内容に対応する品質管理記録を明らかにした。 

 法定検査における書類確認内容を把握するために、審査

機関や建築行政会議等が公開する資料を参考にして整理し

た。併せて各書類確認内容に対応する品質管理記録を例示

し、指定確認検査機関へヒアリングを行い、書類確認内容

一覧表（以下「マスターリスト」）を作成した（表４）。 

 次にマスターリストの各書類確認内容に対応する品質管

理記録を容易に検索し表示するために、格納時のルールと 

して各書類確認内容に個別ＩＤ（B-01 など）を振り、ＣＤ 

Ｅ上で各品質管理記録にメタデータで個別ＩＤをタグ付け 

することにより、ＰＤＦ化した品質管理記録の検索と提示

を容易に行える仕組みを作った（図１、２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 CDEのＰＤＦビューワ（品質管理記録を表示した状態）図1 CDE上の個別ＩＤボタン（左）と品質管理記録の検索結果（右）

表3 書類確認内容一覧表（マスターリスト）

品質管理記録提示書類 （提示のため根拠規定無し）

提出根拠規定

図注 ＊1 「規4条の8」は建築基準法施行規則第4条の8、「①」は第1項を示す。
なお「規4条の8①四号」は特定行政庁が工事監理の状況を把握するた
め特に必要があると認めて規則で定める書類で、具体的には＊2となる。

＊2 「府細7条」は大阪府建築基準法施行規則第7条を示す。

表2 提出書類と提示書類の例（大阪府下の中間検査の場合）
書類名称

中間検査申請書提出書類

提出/提示

検査の特例写真

確認申請図書一式

軽微変更説明書

工事監理報告書

建築設備工事監理報告書

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事施工結果報告書

ｺﾝｸﾘｰﾄ打込み結果表

鉄骨工事施工状況報告書

委任状提出書類

提出書類

提出書類

提出書類

提出書類

提出書類

提出書類

提出書類

提出書類

規4条の8①（＊1）

規4条の8①五号

規4条の8①一号

規4条の8①二号

規4条の8①三号

規4条の8①四号、府細7条の2①一号（＊2）

規4条の8①四号、府細7条の2①二号

規4条の8①四号、府細7条の2①三号イ

規4条の8①四号、府細7条の2①三号ロ

規4条の8①四号、府細7条の2①三号ハ

ID 大分類 中分類 小分類 書類確認内容 品質管理記録
G-01 一般事項 検査時必要書類 検査対象範囲 検査対象範囲（平面図に着色＋検査対象面積の補記する） ●検査対象範囲図
G-02 一般事項 検査時必要書類 建物配置 配置追出し寸法（配置図に配置寸法を補記又はマークする）、敷地すみきり寸法 ●配置図、敷地測量図・検査写真
G-03 一般事項 検査時必要書類 申請範囲 中間検査申請書 ●中間検査申請書
G-04 一般事項 検査時必要書類 変更内容 軽微変更説明書（頭紙＋変更リスト＋変更後＋変更前） ●軽微変更説明書
G-05 一般事項 検査時必要書類 監理報告書 工事監理報告書 ●工事監理報告書
G-06 一般事項 検査時必要書類 監理報告書 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事施工結果報告書 ●コンクリート工事施工結果報告書
G-07 一般事項 検査時必要書類 監理報告書 ｺﾝｸﾘｰﾄ打込結果表 ●コンクリート打込結果表
G-08 一般事項 検査時必要書類 監理報告書 鉄骨工事施工状況報告書 ●鉄骨工事施工状況報告書
G-09 一般事項 検査時必要書類 監理報告書 建築設備工事監理報告書 ●建築設備工事監理報告書
G-10 一般事項 検査時必要書類 監理報告書 ー ●省エネ基準工事監理報告書
B-01 基礎工事 直接基礎 支持層の確認 床付け面の状況写真 掘削工事自主検査記録書、現況写真
B-02 基礎工事 直接基礎 支持層の確認 支持層深さの設計値との差異（深かった場合の処置方法） 掘削工事自主検査記録書、施工写真
B-03 基礎工事 直接基礎 平板載荷試験 試験位置（基礎下端） 施工計画書、平板載荷試験報告書
B-04 基礎工事 直接基礎 平板載荷試験 載荷荷重の大きさ（設計値の3倍（極限）又は2倍（降伏）） 施工計画書、平板載荷試験報告書
B-05 基礎工事 杭基礎 支持層の確認 掘削土標本とボーリングサンプルとの比較 監理立会い検査記録、地盤調査報告書、（※土質標本　現場検査対応
B-06 基礎工事 杭基礎 支持層の確認 掘削土標本又は掘削土写真と柱状図の土質・色の表示との比較 監理立会い検査記録、地盤調査報告書、掘削床付状況写真
B-07 基礎工事 杭基礎 支持層の確認 杭支持層深さの設計値との差異（違いがあった場合の処置方法） 地盤調査報告書、杭施工報告書
B-08 基礎工事 杭基礎 杭偏芯の確認 偏心量はあらかじめ検討の範囲内か（仕様書確認） 杭芯結果施工報告書、杭施工報告書（杭芯ずれ計測結果）
B-09 基礎工事 杭基礎 杭偏芯の確認 補強工事の有無（有りの場合は計画変更又は軽微変更が必要） 設計変更記録書、杭芯結果施工報告書、杭施工報告書、配筋写真
B-10 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 超音波孔壁測定 超音波孔壁測定の本数とその結果（拡底杭） 施工計画書、杭施工報告書
B-11 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 杭頭余盛コンクリート 杭頭余盛コンクリートの状況写真 杭工事自主検査記録書、施工写真
B-12 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 配筋 配筋検査の記録（写真可） 配筋検査表、配筋野帳、配筋写真
B-13 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 鉄筋ミルシート 工事名の記載 ミルシート
B-14 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 鉄筋ミルシート 使用材種・径毎の「ミルシート」の確認 ミルシート
B-15 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 鉄筋ミルシート タグプレートの整理とミルシートとの照合 ミルシート、メタルタグ
B-16 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 鉄筋ミルシート メーカーマークの確認（拓本又は写真） ミルシート、受入検査写真、受入検査記録
B-17 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） コンクリート強度試験 公的機関で試験されているか。 コンクリート圧縮強度試験報告書
B-18 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） コンクリート強度試験 試験体の養生方法の確認（現場水中・試験所水中・標準養生・現場封緘養生（長期材令）・コア抜き） コンクリート圧縮強度試験報告書
B-19 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） コンクリート強度試験 定められた試験日毎に、試験が行われているか コンクリート圧縮強度試験報告書
B-20 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） コンクリート強度試験 現場の養生方法確認又は試験所で養生している場合の状況写真 養生状況写真
B-21 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） フレッシュコンクリート強度試験 コンクリートのスランプ・塩分・空気量の試験結果（記録･写真） フレッシュコンクリート試験結果報告書、受入検査写真
B-22 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 材料試験 毎月のセメント・骨材成績書 セメント・骨材成績書
B-23 基礎工事 杭基礎（場所打ｺﾝｸﾘｰﾄ杭） 打設計画・打設報告 専用書式にて作成（官庁） 各行政庁専用様式、コンクリート打設計画・実施記録書
B-24 基礎工事 杭基礎（既成杭） 評定工法の場合 評定工法の場合は、その仕様書と評定内容を確認して施工しているか 施工計画書、杭施工報告書
B-25 基礎工事 杭基礎（既成杭） 材料の品質 材料の品質確認（ミルシート・強度試験結果・製品検査成績書） 杭材ミルシート、強度試験結果、製品検査成績書
B-26 基礎工事 杭基礎（既成杭） 杭頭処理 杭頭処理の確認（写真） 施工写真
B-27 基礎工事 杭基礎（鋼管杭） 評定工法の場合 評定工法の場合は、その仕様書と評定内容を確認して施工しているか ー
B-28 基礎工事 杭基礎（鋼管杭） 材料の品質 材料の品質確認（ミルシート・強度試験結果・製品検査成績書） ー
B-29 基礎工事 杭基礎（鋼管杭） 杭頭処理 杭頭処理の確認（写真） 施工写真
R-01 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 鉄筋 鉄筋ミルシート 工事名の記載 鉄筋ミルシート
R-02 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 鉄筋 鉄筋ミルシート 使用材種・径毎の「ミルシート」の確認 鉄筋ミルシート
R-03 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 鉄筋 鉄筋ミルシート タグプレートの整理とミルシートとの照合 鉄筋ミルシート、メタルタグ
R-04 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 鉄筋 鉄筋ミルシート メーカーマークの確認（拓本又は写真） 鉄筋ミルシート、受入検査記録、受入検査写真
R-05 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 引張試験 公的機関で試験されているか。（公的機関名：　　　　　　　　　　） 圧接部引張強度試験報告書
R-06 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 引張試験 圧接工の技量確認（施工計画書・鉄筋径と適応資格の確認） 施工計画書、圧接部引張強度試験報告書、施工写真(資格者共)
R-07 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 引張試験 柱筋や梁筋の部位別毎に、抜取り試験が行われているか 圧接部引張強度試験報告書、自主検査記録書、施工写真
R-08 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 引張試験 抜取り本数（１ロット５本）・ 抜取り個所の記録（伏図） 圧接部引張強度試験報告書、自主検査記録書、施工写真
R-09 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 引張試験 抜取り個所の状況写真（位置・試験体・抜き取り後・圧接工名・資格） 圧接部引張強度試験報告書、自主検査記録書、施工写真
R-10 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 超音波探傷試験 施工要領書の確認（冷間直角カッターによる端面処理が必要） 施工計画書
R-11 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 超音波探傷試験 検査会社・検査者の確認（第三者、技量資格） 超音波探傷検査報告書、資格証写真
R-12 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 ガス圧接 超音波探傷試験 不合格の処置方法（ロットの判定） 施工計画書、超音波探傷検査報告書
R-13 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート コンクリート強度試験 公的機関で試験されているか。（公的機関名：　　　　　　　　　　） コンクリート圧縮強度試験報告書
R-14 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート コンクリート強度試験 試験体の養生方法の確認（現場水中・試験所水中・標準養生・現場封緘養生（長期材令）・コア抜き） コンクリート圧縮強度試験報告書、コンクリート供試体　養生状況写真
R-15 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート コンクリート強度試験 定められた試験日毎に、試験が行われているか コンクリート圧縮強度試験報告書
R-16 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート コンクリート強度試験 現場の養生方法確認又は試験所で養生している場合の状況写真 養生状況写真、コンクリート供試体
R-17 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート フレッシュコンクリート強度試験 コンクリートのスランプ・塩分・空気量の試験結果（記録･写真） フレッシュコンクリート試験結果報告書、受入検査写真,カンタブ
R-18 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート 材料試験 毎月のセメント・骨材成績書 フレッシュコンクリート試験結果報告書、セメント・骨材成績書（生コン
R-19 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 コンクリート 打設計画・打設報告 専用書式にて作成（官庁）※Ｓ造なので当社書式で対応 各行政庁専用様式（コンクリート打設計画書・打設記録書）
R-20 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 特殊な材料 高強度せん断補強筋がある場合 材料の品質確認（鋼材のミルシート、製品検査成績書・工場管理記録） 施工計画書、ミルシート、製品検査成績書、工場管理記録、受入検査
R-21 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 特殊な材料 PC鋼材がある場合 材料の品質確認（鋼材のミルシート、製品検査成績書・工場管理記録） 施工計画書、ミルシート、製品検査成績書、工場管理記録、受入検査
R-22 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 特殊な材料 梁貫通補強筋がある場合 材料の品質確認（鋼材のミルシート、製品検査成績書・工場管理記録） 施工計画書、ミルシート、製品検査成績書、工場管理記録、受入検査
R-23 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 特殊な継手 機械式継手がある場合 材料の品質確認（鋼材のミルシート、製品検査成績書・工場管理記録） 施工計画書、ミルシート、製品検査成績書、工場管理記録、受入検査
R-24 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 特殊な材料・継手 評定品の場合 評定品である溶接継手｢ﾌｰﾌﾟ･ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ｣の製作管理状況や強度試験結果の確認（ない場合は抜取り試験） 鉄筋加工場調書、施工実績資料（事例少ない）、強度試験結果
R-25 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 特殊な工法 評定工法の場合 評定工法の場合は、その仕様書と評定内容を確認して施工しているか 施工計画書、施工写真、自主検査記録書
R-26 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 配筋 配筋検査記録の内容 現場施工者の「配筋検査記録」（必要項目について検査されているか） 配筋検査記録（現場施工者が作成）、配筋野帳、配筋写真
R-27 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 配筋 配筋検査記録の内容 工事監理者の「配筋検査記録」（必要項目について検査されているか） 配筋検査記録（工事監理者が作成）
R-28 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 配筋 指摘事項是正記録の内容 指摘事項是正記録は検査者の是正確認がなされているか 指摘事項是正記録、配筋検査記録（工事監理者が作成）、是正写真
S-01 鉄骨工事 鋼材 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の確認（ランク・グレード・認定書の有効期限） 鉄骨工場製作要領書、鉄骨製作工場　認定書
S-02 鉄骨工事 鋼材 鉄骨製作工場 使用材料の種類・メーカーの確認（Ｈ鋼・板・鋼管・高力ボルト） 鉄骨工場製作要領書
S-03 鉄骨工事 鋼材 鉄骨製作工場 溶接工の技量確認（JIS・AW検定） 鉄骨工場製作要領書
S-04 鉄骨工事 鋼材 鉄骨製作工場 ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの方法（ｽﾁｰﾙタブ（切断が必要か）・ ﾌﾗｯｸｽﾀﾌﾞ（技量確認試験またはAW検定代替タブが必要）） 鉄骨工場製作要領書
S-05 鉄骨工事 鋼材 鋼材ミルシート 工事名の記入（工事名がないものは分割・裏書・切断証明が必要） 流通経路一覧表、鋼材ミルシート
S-06 鉄骨工事 鋼材 鋼材ミルシート 使用材料毎にそろっているか（H鋼・板・鋼管） 流通経路一覧表、鋼材ミルシート
S-07 鉄骨工事 鋼材 鋼材ルート メーカーからFABまで一連の流れが確認できるか 鋼材ミルシート、出荷証明書、流通経路一覧表
S-08 鉄骨工事 鋼材 製品検査記録の内容 鉄骨製作工場の検査記録（寸法検査） 製品検査要領書、製品検査記録
S-09 鉄骨工事 鋼材 製品検査記録の内容 立会検査の記録（是正事項があればその処置） 製品検査要領書、製品検査記録
S-10 鉄骨工事 鋼材 製品検査記録の内容 鉄骨製作工場の材料管理状態を確認出来る写真（SN材使用時） 製品検査要領書、製品検査記録、状況写真
S-11 鉄骨工事 鋼材 製品検査記録の内容 材質のチェック（スチールチェッカーの使用） 製品検査要領書、製品検査記録、施工写真
S-12 鉄骨工事 鋼材 製品検査記録の内容 溶接開先検査の記録（開先角度、ルート間隔、目違い、記録写真） 製品検査要領書、製品検査記録、施工写真
S-13 鉄骨工事 溶接 自主検査記録の内容 外観検査の記録（アンダーカ ット・われ・突合せ継手の食違い・ダイ ヤフラ ムとフラ ンジのずれ） 溶接部非破壊試験報告書（自主）、社内検査成績書（ファブ）、製品検
S-14 鉄骨工事 溶接 自主検査記録の内容 超音波探傷試験結果（抜取り率・検査技術者の資格） 溶接部非破壊試験報告書（自主）、社内超音波探傷試験成績書(ﾌｧﾌ
S-15 鉄骨工事 溶接 自主検査記録の内容 不具合個所の処置 溶接部非破壊試験報告書（自主）、社内超音波探傷試験成績書(ﾌｧﾌ
S-16 鉄骨工事 溶接 受入検査、超音波探傷試験 第三者検査の確認（報告書の宛先・契約書） 溶接部非破壊試験報告書（第三者）、第三者受入検査報告書
S-17 鉄骨工事 溶接 受入検査、超音波探傷試験 検査技術者の資格（NDI-UT２種、３種） 溶接部非破壊試験報告書（第三者）、第三者受入検査報告書
S-18 鉄骨工事 溶接 受入検査、超音波探傷試験 外観検査に突合せ継手の食違い、ダイ ヤフラ ムとフラ ンジのズレが含まれているか 溶接部非破壊試験報告書（第三者）、第三者受入検査報告書
S-19 鉄骨工事 溶接 受入検査、超音波探傷試験 自主検査と同じ部材での検査結果の比較はどうであったか 溶接部非破壊試験報告書（自主、第三者）、社内超音波探傷試験成績
S-20 鉄骨工事 高力ボルト(ﾄﾙｼｱ形) 摩擦面処理 摩擦面処理の検査記録（グラインダー処理部の発錆） 社内検査成績書（ファブ）、高力ボルト施工記録
S-21 鉄骨工事 高力ボルト(ﾄﾙｼｱ形) 製品検査成績書 製品検査成績書（工事名、使用径･長さ毎） ミルシート
S-22 鉄骨工事 高力ボルト(ﾄﾙｼｱ形) 軸力導入試験 受入れ検査（軸力導入試験）の結果 軸力導入試験報告書、施工検査写真、自主検査記録
S-23 鉄骨工事 高力ボルト(ﾄﾙｼｱ形) 施工管理 現場での施工管理状況の記録写真（仮ボルトの使用）（一次・二次締め、マーキングの有無） 自主検査記録、施工写真（非全数）
S-24 鉄骨工事 高力ボルト(ﾄﾙｼｱ形) 締付け検査 トルシア形ボルトの締付け検査（ピンテール破断の確認、共回り有無の確認、平均回転角度±30°） 高力ボルト施工記録、自主検査記録（全数）、施工写真
S-25 鉄骨工事 高力ボルト(JIS形) 摩擦面処理 摩擦面処理の検査記録（グラインダー処理部の発錆） 社内検査成績書（ファブ）、高力ボルト施工記録
S-26 鉄骨工事 高力ボルト(JIS形) 製品検査成績書 製品検査成績書（工事名、使用径･長さ毎） ミルシート
S-27 鉄骨工事 高力ボルト(JIS形) 軸力導入試験 受入れ検査（軸力導入試験）の結果 軸力導入試験報告書、施工検査写真
S-28 鉄骨工事 高力ボルト(JIS形) 施工管理 現場での施工管理状況の記録写真（仮ボルトの使用）（一次・二次締め、マーキングの有無） 自主検査記録、施工写真（非全数）
S-29 鉄骨工事 高力ボルト(JIS形) 軸力管理 ＪＩＳ形高力ボルトの軸力管理の記録（トルクコントロール法） 高力ボルト施工記録、施工写真
S-30 鉄骨工事 高力ボルト(ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ) ー 認定書、製品検査成績書 認定書、ミルシート
S-31 鉄骨工事 高力ボルト(ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ) ー 高力ボルト締め付け管理技術者の資格 施工計画書、高力ボルト施工記録、施工写真(資格者共)、自主検査記
S-32 鉄骨工事 高力ボルト(ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ) ー 締め付け管理（ナット回転法） 高力ボルト施工記録、施工写真、自主検査記録
S-33 鉄骨工事 建て方精度 建て方精度 精度（H/700かつ15mm以内）検査の記録 施工計画書、鉄骨建方精度記録
S-34 鉄骨工事 柱脚 ー アンカーボルトの締め付け状況の確認（ダブルナット・ボルトの余長） 自主検査記録書、施工写真
S-35 鉄骨工事 柱脚 ー ベースモルタルの充填結果 無収縮モルタル圧縮強度試験成績書、、自主検査記録、施工写真
S-36 鉄骨工事 柱脚 ー 施工記録写真の確認 施工写真
S-37 鉄骨工事 柱脚 ー 柱脚スタッドボルトの打撃試験結果の記録 曲げ（打撃）試験成績書、施工写真
S-38 鉄骨工事 柱脚 評定工法の場合 評定工法の場合は､その仕様書と評定内容を確認して施工しているか 施工計画書、自主検査記録
S-39 鉄骨工事 柱脚 評定工法の場合 使用材料の品質確認(鋼材のミルシート、充填モルタルの強度試験結果) ミルシート強度試験結果、無収縮モルタル圧縮強度試験成績書
S-40 鉄骨工事 現場溶接 ー 現場溶接施工要領書の確認 現場溶接施工計画書、鉄骨工事施工計画書
S-41 鉄骨工事 現場溶接 ー 溶接工の技量確認（JIS V(立向)又はH(横向)・AW検定現場溶接） 現場溶接施工計画書、自主検査記録、資格証写真
S-42 鉄骨工事 現場溶接 ー 溶接管理技術者の配置とその資格（WES） 現場溶接施工計画書・施工記録書、施工写真(資格者共)
S-43 鉄骨工事 現場溶接 ー 開先検査の記録（開先角度・ルート間隔） 現場溶接施工記録書、施工写真（開先確認状況）
S-44 鉄骨工事 現場溶接 ー 溶接材料の管理（吸湿防止） 鉄骨工事施工計画書、保管状況写真、受入検査写真、自主検査記録
S-45 鉄骨工事 現場溶接 ー 溶接状況の管理記録（雨天・風・余熱・パス間温度） 現場溶接施工計画書・施工記録書、自主検査記録・施工記録
S-46 鉄骨工事 現場溶接 外観検査 外観検査の記録（溶接部の検査（自主検査）に同じ） 現場溶接超音波探傷検査計画書、現場溶接施工記録書
S-47 鉄骨工事 現場溶接 受入検査、超音波探傷試験 超音波探傷検査結果（溶接部の検査（受入検査）に同じ） 現場溶接超音波探傷検査計画書・報告書、検査写真
S-48 鉄骨工事 スタッド 出荷証明書 出荷証明書 出荷証明書、受入検査写真、ミルシート
S-49 鉄骨工事 スタッド 施工記録 曲げ試験状況、ピッチ、資格者証 施工計画書、施工写真、自主検査記録書（スタッド）
S-50 鉄骨工事 デッキ 出荷証明書 フェローデッキの場合はミルシート必要 出荷証明書、受入検査写真、自主検査記録書、施工写真、ミルシート
A-01 建築工事 内装工事 主要構造部 乾式耐火間仕切りの隠蔽部の仕様 施工写真（隠ぺい部）
A-02 建築工事 内装工事 主要構造部 耐火被覆の隠蔽部の仕様 施工写真（隠ぺい部）
A-03 建築工事 内装工事 シックハウス建材 ホルムアルデヒド発散建築材料 納品仕様書
M-01 機械設備工事 機械換気設備 居室の換気風量 機械換気設備の施工状況・能力 ●建築設備工事監理報告書、風量測定記録、施工写真
M-02 機械設備工事 機械換気設備 火気使用室の換気風量 機械換気設備の施工状況・能力 ●建築設備工事監理報告書、風量測定記録、施工写真
M-03 機械設備工事 機械換気設備 シックハウスの換気風量 機械換気設備の施工状況・能力 ●建築設備工事監理報告書、風量測定記録、施工写真
M-04 機械設備工事 機械換気設備 ダクト貫通部の措置 外壁延焼部分の貫通部のモルタルによる穴埋め、ダンパーの設置状況 ●建築設備工事監理報告書、施工写真
M-05 機械設備工事 機械換気設備 ダクト貫通部の措置 防火区画等の貫通部のモルタルによる穴埋め、ダンパーの設置状況 ●建築設備工事監理報告書、施工写真
M-06 機械設備工事 排煙設備 排煙風量 機械排煙設備の施工状況・能力 ●建築設備工事監理報告書、排煙風量測定記録、施工写真
M-07 機械設備工事 排煙設備 ダクト貫通部の措置 防火区画等の貫通部のモルタルによる穴埋め、ダンパーの設置状況 ●建築設備工事監理報告書、施工写真
M-08 機械設備工事 給排水設備 排水設備 排水配管の末端接続先（公共下水道管・施設下水道管・水路） ●建築設備工事監理報告書、施工写真
M-09 機械設備工事 給排水設備 配管貫通部の措置 防火区画等の貫通部のモルタルによる穴埋め ●建築設備工事監理報告書、施工写真
M-10 機械設備工事 給排水設備 配管貫通部の措置 防火区画等の貫通部の配管の構造（前後1m不燃・告示1422号・大臣認定） ●建築設備工事監理報告書、施工写真
ES-01 省エネ関係 外皮 断熱工事 隠蔽部の断熱材の種類（又は性能）、厚さ、設置状況 製品梱包表示、施工写真
ES-02 省エネ関係 外皮 ガラス ガラスの種類（又は性能） 納入伝票、ガラス納品書・施工状況写真・自主検査業
ES-03 省エネ関係 空気調和設備 熱源機 熱源機器の仕様（定格能力、定格消費電力、定格燃料消費量）、設置状況 納入仕様書、機器銘板
ES-04 省エネ関係 空気調和設備 全熱交換器 全熱交換器の全熱交換効率（冷房時・暖房時）、設計給気量・設計排気量、台数 納入仕様書、施工写真、機器銘板
ES-05 省エネ関係 空気調和設備 全熱交換器 全熱交換器の自動換気切替機能の有無 自動制御計装図、動作説明図、納入仕様書　、確認申請図（計画変更
ES-06 省エネ関係 空気調和設備 給排気送風機 予熱時外気取り入れ停止機能の有無 自動制御計装図、動作説明図、納入仕様書　、確認申請図（計画変更
ES-07 省エネ関係 空気調和設備 中央熱源方式 空調二次ポンプの変流量制御の有無、空中二次ポンプの台数・設計流量 自動制御計装図、動作説明図、納入仕様書　、確認申請図（計画変更
ES-08 省エネ関係 空気調和設備 空調送風機 空調機ファンの変風量制御の有無、空調機ファンの台数・設計風量 自動制御計装図、動作説明図、納入仕様書　、確認申請図（計画変更
ES-09 省エネ関係 機械換気設備 ー 機械換気設備を設置する室用途（機械室・便所・厨房・駐車場が評価対象） 施工写真
ES-10 省エネ関係 機械換気設備 ー 換気方式（機械換気設備の該非）、台数 納入仕様書、施工写真
ES-11 省エネ関係 機械換気設備 ー 機械換気設備の送風量・電動機出力、高効率電動機の該非 納入仕様書、機器銘板
ES-12 省エネ関係 機械換気設備 ー 送風量制御の有無 自動制御計装図、動作説明図、納入仕様書　、確認申請図（計画変更
ES-13 省エネ関係 照明設備 照明器具 照明器具の種類（照明器具の名称）、消費電力、台数 納入仕様書
ES-14 省エネ関係 照明設備 照明器具 制御の有無（在室検知制御、明るさ検知制御、ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ制御、初期照度補正制御） 納入仕様書、自主検査記録
ES-15 省エネ関係 給湯設備 給湯熱源機 給湯用途（洗面・手洗い・浴室・厨房が評価対象） 納入仕様書
ES-16 省エネ関係 給湯設備 給湯熱源機 給湯熱源機の定格加熱能力、定格消費電力、台数 納入仕様書、施工写真
ES-17 省エネ関係 給湯設備 給湯配管 主たる配管の保温仕様（管径に応じた保温材厚さ） 施工計画書
ES-18 省エネ関係 給湯設備 節湯器具 給湯用途（洗面・手洗いが評価対象） 納入仕様書
ES-19 省エネ関係 給湯設備 節湯器具 節湯器具の仕様（自動給湯栓、節湯B1） 納入仕様書
ES-20 省エネ関係 昇降機設備 速度制御方式 昇降機の速度制御方式 納入仕様書、EV工事完了検査試験成績表
ES-21 省エネ関係 太陽光発電設備 ー 太陽電池の種類、アレイのシステム容量 施工計画書、納入仕様書
ES-22 省エネ関係 太陽光発電設備 ー アレイの設置方式、パネルの設置方向角・傾斜角 施工計画書、納入仕様書、施工写真
ES-23 省エネ関係 コージェネ設備 ー コージェ ネ設備の原動機の種別、定格発電出力・発電効率・排熱効率、排熱利用先 納入仕様書、性能試験成績書、施工写真

図注 一般事項は「工事監理報告書 大阪府内建築行政連絡協議会 標準様式」（大阪府内建築行政連絡
協議会）、基礎工事、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、鉄骨工事は「中間・完了検査チェックシート 監理書類
検査」（日本ERI)、機械設備工事は「建築設備工事監理報告書」（大阪府内建築行政連絡協議
会）、省エネ関係は「省エネ基準適合義務対象建築物に係る完了検査マニュアル 令和３年４月
版」（日本建築行政会議）をもとに、「建築構造審査・検査要領-確認審査等に関する指針 運
用解説編-2022年版」「建築構造審査・検査要領-実務編 検査マニュアル-2012年版」「建築
基準法施行規則第四号様式」「平成11年建設省住指発第201号 別紙2中間検査実施指針」を参
考にして筆者が整理。
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3.4. 完了検査における事前検査手法 

 以上の仕組みにより、品質管理記録を紙で提示する代わ

りにＰＣモニタに提示することが可能になるだけでなく、

現場事務所で受検者の立ち合いにより行ってきた書類確認

を、実地検査と切り離して時間と場所に関係なくいつでも

どこでも検査員が単独で実施可能になる。以上を踏まえて

本試行では、完了検査において実地検査前に行う検査員単

独による書類確認（以下「事前検査」）が可能かの検証を

行った。今回事前検査を行ったＡ計画の概要は表４の通り

である。 

 

 

 

4. 方法 

4.1. ファイル格納・タグ付けの方法 

 受検者が品質管理記録を電子化してＣＤＥに格納し、確

認内容のタグ付けを行う。品質管理記録の電子化は原則Ｐ

ＤＦ形式とし、手書きで作成した書類はスキャンしてＰＤ

Ｆ化する。タグ付けはマスターリストに基づき確認内容毎

の個別のＩＤを振り、対象建物に該当しない確認内容は適

用除外する。ファイル格納・タグ付けの時期は実地検査の

１週間前までとする。ＣＤＥはクラウドを利用した Stream 

BIM（ノルウェー Rendra 社）とする。品質管理記録のうち

提出書類は完了検査申請時に電子申請システムを利用して

電子申請し、提示書類はＣＤＥに格納して事前検査から実

地検査までの期間だけ検査員へアクセス権を付与する。 

 

4.2. 事前検査及び実地検査の方法 

 事前検査は、検査員が現地に行かずに遠隔地にある執務

室においてＰＣモニタで検査用ビューワを用いて書類確認

を行う。事前検査の時期は実地検査前の１週間とする。検

査用ビューワは StreamBIM を利用し、受検者が事前検査時

に検査員のアカウントを作成する。書類確認の対象はマス

ターリストのうち対象建物の該当する確認内容とし、事前

に付与されたＣＤＥへのアクセス権の中で書類確認を実施

する。 

 実地検査は検査員が事前検査後に現地においてを行う。

事前確認内容の再確認と、事前検査で確認が困難だった内

容の書類確認を、通常の実地検査の方法でおこなう。実地

検査を効率的に行うために、事前検査で確認が困難だった

内容を予め受検者に通知しておくこととする。 

 

5. 結果の概要 

 全 151 項目のマスターリスト（A.全項目）中、今回計画

の書類確認内容（B.今回対象）は 91項目であった。そのう

ち格納完了できた内容（b1.格納完了）が 77 項目、書類の

格納が間に合わなかった内容（b2.格納遅延）が 11 項目、

書類の格納に不備があった内容（b3.格納不備）が3項目、

またマスターリストにおいて確認内容として漏れていた内

容（C.リスト漏れ）が 1 項目あった（以上表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1. ファイル格納・タグ付けの結果 

 ファイル格納及びタグ付けが原因で事前検査の対象外と

なったものとして、b2.格納遅延と b3.格納不備があった。

b2.格納遅延とは、事前検査を開始する実地検査1週間前ま

でにファイル格納が間に合わなかったもので、事前検査の

対象外となり実地検査で対応した。格納遅延となった品質

管理記録は機械設備工事及び省エネ関係のもので、品質管

理記録となる「建築設備工事監理報告書」「風量測定記録」

「施工写真」の作成・ファイル格納が間に合わなかったこ

とにより、計 11項目の確認内容について事前検査を実施で

きなかった。 

 b3.格納不備とは、ファイル格納状況に不備があったも

ので、品質管理記録に誤ったＩＤタグが付いていたため検

査員が見つけ出すことできなかったもので、事前検査の対

象外となり実地検査で対応した。本件においては計 3 項目

に過ぎないが、これらの確認内容は事前検査ができないだ

けでなく、検査員が受検者による不備であることを把握で

きないため、書類確認を完了し難くなり手間と時間を要す

ることになった。 

 

5.2. 事前検査の結果 

 格納完了した 77 項目の実施内容のうち、75 項目は支障

なく書類確認を実施できた（b1-1 確認可能）。しかしマス

ターリストの完成度が原因で事前検査が実施できなかった

確認内容として、b1-2 確認困難が 2 項目、C.リスト漏れが

1 項目あった。 

 b1.格納完了とは、事前検査を開始する実地検査1週間前

までにファイル格納が間に合いマスターリストの通りに適

切なタグ付けができた確認内容である。そのうちb1-1確認

可能は、検査員が受検者の立ち会いを要せずにマスターリ

ストに基づくタグ付けのみによって各品質管理記録まで容

易に到達することができ、書類確認を支障なく実施できた。 

 b1-2 確認困難とは、現状のタグ付けだけでは容易に目的

の品質管理記録に到達できず書類確認が困難であったもの

で、以下の 2 事例があった。内装工事の「防火区画の隠蔽

部の仕様」は乾式耐火間仕切壁や耐火被覆など多数の工法

書類確認内容

0

表5 書類確認の実施結果

一般事項
基礎工事
RC工事
鉄骨工事

機械設備工事
省エネ関係

10

A

29
28
50

10
23

全項目

合計 151

内装工事 1

8

B

7
14
38

7
16

今回対象

91

1

6

（b1）

7
13
36

4
10

格納完了

77

1

2

（b2）

0
0
0

3
6

格納遅延

11

0

0

（b3）

0
1
2

0
0

格納不備

3

0

0

C

0
0
0

0

ﾘｽﾄ漏れ

1

1

計画名称

Ａ計画
完了検査実施日

2023年６月
計画地

摂津市
主たる構造

S造
用途

事務所
延べ面積

4741㎡
地上/地下

4F/0

表4 建築計画概要
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及び部位別の施工写真があった。これらは数量が非常に多

く、検査員が自力で耐火リストと照合することは困難であ

った。鉄筋コンクリート工事の配筋工事の一つである「工

事監理者の配筋検査記録の確認」は、配筋検査を含む諸々

の検査記録の合本となっており、配筋検査を実施しない監

理巡回の記録書もあるため、記録書の中から検査員が自力

で配筋検査記録を見つけ出すのが困難であった。 

 C.リスト漏れとは、マスターリストに不足していた確認

内容である。内装工事における「シックハウス建材の仕様

確認」に関する項目がマスターリストから漏れていること

が事前検査時の通知で判明したため実地検査で対応した。 

 実地検査を効率的に行うために、事前検査で確認が困難

だった内容を予め受検者に通知しておくこととする。 

 

6. 課題と対応 

6.1. マスターリストの再整備と該非チェック機能実装 

 C.リスト漏れについて、マスターリストの確認内容は書

類検査の実施に対して必要十分なものにしなければならな

い。今回リストから漏れていたシックハウスに関する内容

の他に漏れている内容が無いか再度洗い出す必要がある。 

 b1-2 確認困難について、ＰＤＦファイルの表紙までは容

易に到達できる。しかし目的のページを特定するのが困難

である場合、品質管理記録の体裁を従前の検査書類のまま

とするのであれば、ＰＤＦドキュメント内に付箋やインデ

ックスを付けるなど下階層に細分化する対応が必要である。 

 B.今回対象については、本試行においてはマスターリス

トをもとに受検者の経験に頼って該非判断を行い、事前検

査前に検査員と判断内容を共有することで検査対象内容の

過不足を無くした。しかし受検者と検査員との間で齟齬が

生じないように、多様な建築計画に対応した対象該非の適

正を図る必要がある。建物規模や構造種別から対象となる

書類確認内容を自動で抽出する仕組みが必要である。 

 

6.2. コミュニケーション手段の併用 

 b3.格納不備については事前検査において検査員が多く

の手間と時間を浪費してしまった。発生原因は受検者によ

るヒューマンエラーであり、従前の対面検査においては検

査員から受検者へのヒアリングにより速やかに解決できた。

ヒューマンエラーの削減対応は言うまでもないが、ＴＶ会

議システム等で画面共有によるコミュニケーション手段を

検査立ち合いの代替とすることで解決できると考えられる。 

 b2.格納遅延が目立つ機械設備工事は、建築/電気工事及

び美装掃除の完了後に設備機器の試運転を行い、品質管理

記録を作成するため、実地検査の 1 週間前までにファイル

格納することが困難であった。工事終盤に品質管理記録を

作成する工事があることを考慮して前工程における適切な

工程管理をする必要があるだけでなく、事前検査の際に受

検者から検査員へファイル格納の遅延連絡や格納完了連絡

を行いうとともに、検査員から受検者への質疑等を行うこ

とが不可欠である。 

 

7. まとめ 

 本稿では、書類確認内容と品質管理記録との対応を網羅

的に明らかにした上で、ＣＤＥを利用して品質管理記録を

関係者と共有する仕組みと、ＩＤタグ付けにより書類確認

内容に対応した品質管理記録の検索を容易にする仕組みを

開発した。これを完了検査の中で実践し、その結果、ＣＤ

Ｅへの格納及び品質管理記録へのＩＤタグ付けが適正なも

のは実地での対面検査を要せずに事前検査の中で検査員が

単独で書類確認を実施可能であることを示すことができた。

また、事前検査が出来なかったいくつかの書類確認内容に

ついて、その主たる原因と対応を考察することができた。 

 監理者検査や施工管理品質検査についても同様に、従来

から各検査で行ってきた書類確認内容と品質管理記録との

対応を明らかにすれば、ＣＤＥ及びＩＤタグ付けの仕組み

を利用することが可能であると考えられる。ＣＤＥを利用

することにより関係者毎にアクセス権を付与して品質管理

記録を一元管理でき、ＩＤタグ付けをすることによりいつ

でもどこでも単独で書類検査が可能になると考えられる。 

 なお本稿で報告した建築基準法に基づく完了検査のマス

ターリストは書類確認内容を網羅的に記述したことに多少

の新規性があるが、個々の書類確認内容は従来から完了検

査で行ってきたものに過ぎず、守秘すべき自社の品質基準

や技術基準等の競争領域を扱っているものではない。従っ

て工事監理ガイドラインのように国土交通省や指定確認検

査機関、建設業界団体が協力して一定の標準化を行い公開

することが可能と考えられる。本報告が建設業及び建築行

政の働き方改善と生産性向上に寄与することを期待する。 
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